
社
会
福
祉
協
議
会
（
小
野
栄
祐
会

長
）
は
「
地
域
の
福
祉
力
」
を
高

め
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
10

月
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
福
祉
委
員
制

度
を
４
月
か
ら
本
格
的
に
稼
動
さ
せ

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
日
常
生
活

に
不
安
を
覚
え
、
手
助
け
を
必
要
と

す
る
方
が
増
え
る
も
の
と
予
測
さ
れ

ま
す
。
同
じ
地
域
に
住
む
一
人
ひ
と

り
が
「
い
ず
れ
自
分
の
問
題
と
な
る
」

と
と
ら
え
、
自
分
に
で
き
る
範
囲
で

「
ふ
れ
あ
い
・
お
手
伝
い
」
を
行
う

こ
と
が
、
大
事
な
取
り
組
み
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
社
協
は
こ
の
よ
う
な

活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
、
各
町
内
に
複
数
の
福
祉
委
員

を
置
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

福
祉
委
員
は
、
ご
近
所
の
方
で
ち
ょ
っ

と
気
に
な
る
方
や
高
齢
の
方
た
ち
の

日
常
の
見
守
り
や
ふ
れ
あ
い
な
ど
を

行
う
も
の
で
、
支
援
や
援
護
の
活
動

は
民
生
委
員
や
社
会
福
祉
協
議
会
、

町
内
会
な
ど
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
行
事

な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
ご
近

所
の
方
と
の
繋
が
り
を
深
め
、
い
き

い
き
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
心
が
け
ま

す
。今

年
４
月
に
は
、
福
祉
委
員
制
度

の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
た
数
名
の
「
福

祉
委
員
」
が
誕
生
、
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

今
回
発
足
し
た
福
祉
委
員
制
度
で

は
、
各
町
内
に
３
名
程
度
以
上
、
出

来
れ
ば
各
班
に
１
名
程
度
の
福
祉
委

員
を
設
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇

福
祉
委
員
の
役
割
な
ど
の
概
要
は

次
の
通
り
で
す
。

①
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
（
要
望
・
問

題
な
ど
）
の
把
握

②
福
祉
ニ
ー
ズ
を
抱
え
て
い
る
人
へ

の
見
守
り
安
否
確
認
等

③

生
き
が
い
づ
く
り
、
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
な
ど
の
活
動

④
民
生
委
員
児
童
委
員
な
ど
福
祉
関

係
者
へ
の
連
絡
と
協
働

⑤
社
会
福
祉
事
業
へ
の
協
力

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
（
公
民

館
）
は
、
平
成
22
年
12
月
29
日

（
水
）
か
ら
平
成
23
年
１
月
３
日

（
月
）
ま
で
休
館
し
ま
す
。

志
津
南
地
区
自
治
連
合
会
は
、
恒

例
の
左
義
長
を
平
成
23
年
１
月
15

日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら
11
時
ま

で
、
若
草
中
央
児
童
公
園
で
行
い
ま

す
。お

正
月
の
お
飾
り
や
、
お
札
類
、

お
子
さ
ん
の
書
初
め
な
ど
を
焼
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

た
だ
、
お
飾
り
の
み
か
ん
や
ビ
ニ
ー

ル
袋
、
一
般
ご
み
な
ど
は
持
ち
込
ま

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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来
年
４
月
か
ら
本
格
活
動

地
域
の
福
祉
力
向
上
め
ざ
す

①災害時支援制度の説明会開催（８月）

自治連は22日、町内会長らを対象に、市が推進し

ている災害時要援護者支援制度の説明会を市民セン

ターで開催。対象者の把握、登録への協力を要請し

た。

②町内全公園で飼い犬立ち入り禁止に（２月）

若草各町内会は地区内７公園・児童遊園の全てで

公園内に飼い犬を連れて入ることを禁止した。マナー

を守らない飼い主に業を煮やした措置。

③社協が住民福祉活動計画策定（７月）

志津南地区社会福祉協議会は７月、一年間かけて

まとめた「志津南地区住民福祉活動計画」を発表。

「老いても楽しく健康に」などの指針を盛り込んで

いる。

④木炭窯遺跡は23年度中に撤去で合意（２月）

市民センター前の木炭窯（野路遺跡出土）の撤去、

跡地利用で市と地元が６日、23年度中に撤去するこ

とで合意。跡地利用は引き続き協議することに。

⑤市民センター、日祝日休館に（４月）

市が日祝日の諸証明発行業務を停止したことを受

け、同センターも同業務を廃止するのに伴い、１日

から日曜・祝日は休館となった。

⑥自主防災会が子ども会と初の合同消火訓練（９月）

自主防災会は25日、初の試みとして子ども会と合

同で防災消火訓練を実施。バケツリレーや標的消火

など新メニューを盛り込んでイベント化を図った。

⑦調整池のしゅんせつ工事完了（10月）

8月から開始された調整池のしゅんせつ工事が中

旬に完了。面積1.5㌶の池に堆積した30年分の土砂

約5500㌧、大型ダンプ約1200台分を除去した。

⑧ふれあい夏まつりに4000人（７月）

第13回志津南ふれあい夏まつりが25日、若草中央

児童公園を会場に繰り広げられた。昨年とほぼ同じ

約4000人が参加、数々のイベントを堪能した。

⑨絵本読み聞かせの「ぽっかぽか」に市PTA表彰（２

月）

10年以上にわたる志津南小で絵本の読み聞かせ活

動が評価されたお母さんグループ「ぽっかぽか」が

13日、アミカホールで市PTA表彰を受けた。

⑩自治連22年度会長に粕谷氏（３月）

28日に行われた22年度自治連総会で会長に粕谷利

光さん（７丁目）を選出。総会では規約を改正、副

会長２人制とした。

2010年わが町10大ニュース
福
祉
委
員
制
度

市
民
セ
ン
タ
ー
の

年
末
年
始
休
館

左
義
長
は
１
月
15
日
に



志
津
南
地
区
の
秋
の
一
斉
清
掃
が

11
月
28
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
８
時
30
分
、
参
加
者
約
７

80
人
が
清
掃
道
具
を
手
に
最
寄
り

の
公
園
に
集
合
、
同
10
時
前
に
は

19
カ
所
の
集
積
場
は
刈
り
草
や
落

ち
葉
が
大
き
な
山
を
築
き
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
落
ち
葉
は
八
分
程
度
、

集
め
た
後
か
ら
あ
と
か
ら
枯
れ
葉
が

ぱ
ら
ぱ
ら
。
せ
っ
か
く
清
掃
し
た

路
面
に
舞
い
落
ち
て
い
ま
し
た
。

（
福
利
環
境
部
）

第
８
回
草
津
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー

ツ
デ
ー
の
11
月
23
日
、
志
津
南
地

区
で
は
、
志
津
南
小
学
校
体
育
館
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
が
行
わ
れ
、
選
手
、
応

援
者
２
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

地
区
体
育
振
興
会
が
主
催
し
た
も

の
で
、
体
育
館
で
は
、
町
内
対
抗
の

デ
イ
ス
コ
ン
大
会
の
ほ
か
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ピ
ン
ポ
ン
、
囲
碁
ボ
ー
ル
、
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
、
ス
ロ
ー
イ
ン
グ
ビ

ン
ゴ
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
幼
児
・
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で

幅
広
い
人
々
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
楽

し
み
ま
し
た
。

町
内
対
抗
の
デ
イ
ス
コ
ン
は
、
各

町
内
２
チ
ー
ム
で
志
津
南
リ
ー
グ
と

牟
礼
山
リ
ー
グ
に
分
か
れ
て
優
勝
を

競
い
ま
し
た
。
１
チ
ー
ム
３
名
編
成

で
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
選
手

に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
あ

ち
こ
ち
で
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。グ

ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
町
内
対
抗
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
。
女
性
や
高
齢
者

も
楽
し
め
る
よ
う
盗
塁
な
し
、
四
球

な
し
な
ど
特
別
ル
ー
ル
の
中
、
男
性

に
ま
じ
っ
て
女
性
選
手
が
負
け
じ
と

ば
か
り
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
を
見
せ
る

な
ど
勝
利
に
貢
献
し
ま
し
た
。

前
日
の
雨
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
状
態
は

最
悪
で
し
た
が
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

の
皆
さ
ん
が
早
朝
か
ら
整
備
に
つ
と

め
実
施
で
き
た
こ
と
を
紙
上
を
お
借

り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

町
内
対
抗
の
成
績
は
次
の
通
り
。

◇
デ
イ
ス
コ
ン

・
志
津
南
リ
ー
グ

優

勝

４
丁
目

準
優
勝

８
丁
目

第
３
位

３
丁
目

・
牟
礼
山
リ
ー
グ

優

勝

３
丁
目

準
優
勝

７
丁
目

第
３
位

５
丁
目

◇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

岡
本
町
西

準
優
勝

５
丁
目

第
３
位

６
丁
目

若
草
中
央
児
童
公
園
や
志
津
南
小

学
校
に
ス
ピ
ー
カ
ー
の
つ
い
た
高
さ

約
15
㍍
の
鉄
柱
。
み
な
さ
ん
、
お

気
づ
き
に
な
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
大
規
模
災
害
な
ど
の
緊
急

時
に
避
難
勧
告
、
避
難
誘
導
、
緊
急

地
震
速
報
な
ど
を
市
内
一
斉
に
屋
内

外
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

こ
れ
ま
で
市
の
緊
急
情
報
伝
達
手

段
は
、
防
災
行
政
無
線
、
緊
急
告
知

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
、
市
・
消
防
団
の
広
報

車
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
等
マ
ス
コ
ミ

へ
の
放
送
依
頼
な
ど
で
し
た
が
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
よ
っ
て
、
よ

り
多
く
の
人
に
迅
速
に
伝
達
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

市
は
本
年
度
中
に
市
内
約
８
０
か

所
に
同
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
予
定

で
、
平
成
23
年
３
月
の
運
用
開
始

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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志
津
南
地
区
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
は
11

月
30

日
で
任
期
満
了

と
な
っ
た
同
委
員
に
つ
い
て
、
自
治

連
合
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
長

と
協
議
の
結
果
、
３
人
の
再
任
と
４

人
の
新
任
委
員
を
選
出
、
12

月
１
日

付
で
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
ま
し
た
。
任
期
は
３
年
で
す
。

各
町
内
の
担
当
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
若
草
一
丁
目
担
当

滝
井

幸
枝

若
草
一
丁
目
５

の
１

電
話
（
５
６
４
）

８
３
３
３

◇
若
草
二
丁
目
・
岡
本
町
西
担
当

望
月

公
人

若
草
二
丁
目
12

の
２

電
話
（
５
６
４
）

７
７
２
１

◇
若
草
三
丁
目
・
四
丁
目
担
当

松
本

孝
子

若
草
三
丁
目
９
の

２電
話
（
５
６
３
）

８
７
３
７

◇
若
草
五
丁
目
・
六
丁
目
担
当

垣
根

和
子

若
草
五
丁
目
７

の
18

電
話
（
５
６
５
）

８
９
２
６

◇
若
草
七
丁
目
・
八
丁
目
担
当

和
田

一

若
草
七
丁
目
６

の
２

電
話
（
５
６
４
）

８
４
５
８

◇
主
任
児
童
委
員
（
地
区
全
域
）

丸
山

和
子

若
草
四
丁
目
６

の
14

電
話
（
５
６
７
）

２
５
１
３

◇
同蟹

江

久
美
子

若
草
五
丁
目
７

の
16

電
話
（
５
６
４
）

２
５
９
１

民
児
委
員
決
ま
る

中
央
公
園
に
お
目
見
え
し
た
一
斉
緊
急
放
送
塔

緊
急
放
送
ス
タ
ン
バ
イ

若
草
東
児
童
公
園
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
楽
し
む

一
斉
清
掃
に
・
・
・
人

校
庭
で
行
わ
れ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会



「
わ
ん
ぱ
く
プ
ラ
ザ
南
っ
子
」

が
、
11
月
13
日
、
「
ロ
ク
ハ
公
園

の
ひ
み
つ
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
然

観
察
を
通
し
て
、
環
境
に
つ
い
て
考

え
て
み
よ
う
と
、
環
境
課
と
公
園
事

務
所
の
指
導
の
も
と
ロ
ク
ハ
公
園
で

行
い
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
２

人
一
組
に
な
り
、
探
し
て
き

た
葉
っ
ぱ
で
「
ぎ
ざ
ぎ
ざ
の

た
く
さ
ん
つ
い
た
葉
っ
ぱ
」

「
赤
の
濃
い
葉
っ
ぱ
」
「
大

き
い
葉
っ
ぱ
」
で
葉
っ
ぱ
じ
ゃ

ん
け
ん
を
し
た
り
、
ロ
ク
ハ

公
園
の
小
道
に
あ
ら
か
じ
め

「
は
さ
み
」
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
」
な
ど
を
か
く
し
て
お
い

て
、
自
然
に
は
そ
ぐ
わ
な
い

も
の
を
探
し
出
し
、
自
然
を

大
切
に
す
る
気
持
ち
を
学
び

ま
し
た
。
次
に
聴
診
器
で
樹

木
の
音
を
聴
い
て
、
「
ザ
ァ
ー

と
音
が
す
る
」
と
樹
木
の
生

命
の
音
に
感
動
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
思
い
思
い
の
葉
っ

ぱ
や
木
の
実
、
小
枝
で
想
像
力
を
ふ

く
ら
ま
せ
な
が
ら
、
動
物
や
ク
リ
ス

マ
ス
飾
り
作
り
。
子
ど
も
た
ち
が
み

ん
な
で
ひ
と
つ
の
作
品
作
り
に
取
り

組
み
、
素
敵
な
額
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。

作
品
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
サ
ロ

ン
に
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）

は
、
11
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、

25
日
の
４
回
、
山
元
國
一
さ
ん
を

講
師
に
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
・
Ｍ
Ｙ
・
Ｌ
Ｉ

Ｆ
Ｅ
「
デ
ジ
カ
メ
講
座
」
『
イ
キ

な
写
真
を
撮
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！
』

と
題
し
て
、
教
養
文
化
講
座
を
開
催
、

９
人
が
受
講
し
ま
し
た
＝
写
真
。

普
段
何
気
な
く
撮
っ
て
い
る
デ
ジ

カ
メ
の
基
本
や
使
い
方
を
学
び
、
２

回
目
は
、
び
わ
こ
文
化
公
園
で
撮
影

実
技
。
受
講
生
は
講
師
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
聞
き
な
が
ら
思
い
思
い
に
写
真

を
撮
り
ま
し
た
。

３
回
目
は
、
受
講
生
の
写
真
を
全

員
で
観
賞
し
な
が
ら
、
講
師
が
ア
ド

バ
イ
ス
、
最
終
講
で
は
、
パ
ソ
コ
ン

で
画
像
編
集
し
、
作
品
を
仕
上
げ
ま

し
た
。

受
講
生
は
「
デ
ジ
カ
メ
の
撮
り
方
、

被
写
体
の
見
方
が
変
わ
っ
た
。
デ
ジ

カ
メ
撮
影
が
楽
し
く
な
っ
た
。
今
か

ら
撮
影
に
行
っ
て
く
る
」
な
ど
、

意
欲
的
な
声
も
。

で
き
あ
が
っ
た
写
真
は
、
今
月
開

催
さ
れ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ソ
ン
の

展
示
部
門
に
出
展
し
、
志
津
南
市
民

セ
ン
タ
ー
の
サ
ロ
ン
に
展
示
さ
れ
ま

す
。

市
民
セ
ン
タ
ー
の
教
養
文
化
講
座

「
古
今
東
西
」
は
11
月
10
日
の
油

日
神
社
訪
問
で
全
４
回
の
講
座
を
終

了
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
「
湖
国
に
暮
ら
す
・
エ

コ
再
発
見
」
と
題
し
て
４
回
実
施
、

31
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

第
１
回
は
７
月
21
日
に
草
津
の

ハ
ス
池
群
生
地
と
水
資
源
機
構
湖
南

管
理
所
、
芦
浦
観
音
を
訪
れ
、
猛
暑

の
中
琵
琶
湖
で
舟
に
乗
り
、
ハ
ス
の

花
を
間
近
で
観
賞
し
ま
し
た
。

第
２
回
は
９
月
８
日
、
観
音
の
里

長
浜
市
高
月
町
へ
。
歴
史
民
俗
資
料

館
で
渡
岸
寺
の
十
一
面
観
音
や
湖
北

の
歴
史
文
化
、
雨
森
芳
洲
庵
で
は
名

物
館
長
さ
ん
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の

奮
闘
ぶ
り
を
聞
き
ま
し
た
。

第
３
回
は
10
月
13
日
に
高
島
市

針
江
地
区
川
端
を
見
学
、
人
々
の
水

に
対
す
る
知
恵
、
工
夫
を
知
り
ま
し

た
。最

終
の
第
４
回
は
11
月
10
日
に

甲
賀
市
の
油
日
神
社
へ
。
白
洲
正
子

の
「
か
く
れ
里
」
で
脚
光
を
浴
び
た

風
景
を
満
喫
し
ま
し
た
。
ま
た
地
場

産
業
の
薬
業
を
紹
介
す
る
く
す
り
学

習
館
で
は
食
べ
ら
れ
る
丸
薬
作
り
を

体
験
し
ま
し
た
。

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）

サ
ロ
ン
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
＝
写

真
＝
が
お
目
見
え
し
ま
し
た
。

や
す
ら
ぎ
学
級
生
が
11
月
の
講
座

の
後
に
飾
り
付
け
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド
い
っ
ぱ
い
で
、

み
な
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。
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□12月18日（土）

☆健康ウォーキング

8：45 若草中央公園集合

□12月25日（土）

☆社会奉仕

8：30 若草中央公園集合

□1月5日（水）

★子ども会書初め大会

9：00～12：00

★子ども会書初め展示会

5日～22日 15：00まで
□1月7日（金）

★ふれあい昼食会

12：00～13：00

ボランティア「泉」

□1月8日・15日（土）

☆健康ウォーキング

8：45 若草中央公園集合

□1月15日（土）

☆左義長

9：00～11：00

若草中央児童公園

□毎週金曜日

☆ふれあい喫茶（お茶の間）

10：00～12：00

若草第五集会所

★印の場所は志津南市民センター

（公民館）です

デ
ジ
カ
メ
の
撮
り
方
変
わ
っ
た
・

木
の
葉
や
小
枝
で
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を
つ

く
る
南
っ
子

南
っ
子
、
ロ
ク
ハ
公
園
で
自
然
観
察

「
古
今
東
西
」
全
４
回
終
了

市
民
セ
ン
タ
ー
に

Ｘ
マ
ス
ツ
リ
ー

油
日
神
社
で
説
明
を
聞
く
参
加
者



志
津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
の
恒
例
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
が
11
月
13
日
、
若
草
中
央
児
童

公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

当
日
は
役
員
を
含
め
過
去
最
高
の

70
人
が
参
加
、
今
ま
で
に
な
い
盛

大
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

小
野
会
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
競
技
ル
ー
ル
の
説
明
の
あ
と
、

13
組
に
分
か
れ
、
競
技
開
始
。
黄

砂
の
影
響
で
少
し
く
す
ん
だ
空
で
し

た
が
、
公
園
の
真
っ
赤
な
紅
葉
に
囲

ま
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
歓
声
、
悲
鳴

が
入
り
乱
れ
、
熱
戦
を
展
開
し
ま
し

た
。成

績
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
団
体
戦

優
勝

４
丁
目

二
位

６
丁
目

三
位

３
丁
目

◇
個
人
戦

優
勝

篠
山
良
治

（
２
丁
目
）

二
位

松
原
繁
男

（
６
丁
目
）

三
位

牧

大
作

（
６
丁
目
）

四
位

田
中

優

（
５
丁
目
）

五
位

木
村
信
子

（
８
丁
目
）

志
津
南
地
区
健
康
推
進
員
連
絡

協
議
会
（
蟹
江
久
美
子
代
表
）
は

11
月
９
日
、
「
秋
の
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
を
実
施
し
ま
し
た
＝
写
真
。

参
加
者
22
人
は
午
前
10
時
、
び

わ
こ
文
化
公
園
を
目
指
し
市
民
セ
ン

タ
ー
を
出
発
。

秋
色
に
染
ま
る
木
々
を
楽
し
み
な

が
ら
青
山
・
松
ヶ
丘
を
経
由
、
約
１

時
間
余
で
び
わ
湖
文
化
公
園
に
到
着
。

芝
生
広
場
で
協
議
会
が
用
意
し
た
お

に
ぎ
り
、
お
や
つ
を
味
わ
い
な
が
ら

和
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
夕
照
庵
」
で
秋
陽
に

映
え
る
紅
葉
、
池
を
眺
め
な
が
ら
お

抹
茶
で
一
服
。
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
ぎ

ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
い
つ
も
車
を
利
用

す
る
の
で
歩
け
る
か
ど
う
か
不
安
だ
っ

た
け
ど
ワ
イ
ワ
イ
話
し
な
が
ら
完
歩

出
来
て
自
信
が
つ
き
ま
し
た
」
と
歩

く
楽
し
さ
を
実
感
し
た
声
も
聞
か
れ

ま
し
た
。
帰
路
は
立
命
館
大
学
経
由

で
市
民
セ
ン
タ
ー
に
。
当
日
の
歩
数

計
は
１
万
７
千
歩
余
を
記
録
し
ま
し

た
。生

活
習
慣
病
予
防
の
料
理
教
室

ま
た
11
月
19
日
に
は
市
民
セ
ン

タ
ー
で
管
理
栄
養
士
の
山
本
陽
子
さ

ん
に
よ
る
「
生
活
習
慣
病
予
防
の
た

め
の
料
理
教
室
」
を
開
き
ま
し
た
＝

写
真
。
男
性
を
含
む
参
加
者
12
人

は
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
予
防
と
改
善
」
の
講
義
の
後

「
豆
腐
入
り
ハ
ン
バ
ー
グ
、
キ
ノ

コ
あ
ん
」
「
ひ
じ
き
と
大
豆
の
ご
ま

酢
和
え
」
な
ど
４
品
を
作
り
ま
し
た
。

な
お
、
来
年
１
月
29
日
に
は
男

性
の
料
理
教
室
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

多
数
の
参
加
お
待
ち
し
ま
す
。

11
月
26
日
、
公
民
館
で
自
主

教
室
や
各
種
団
体
な
ど
利
用
者
に
よ

る
一
斉
清
掃
が
行
わ
れ
、
館
の
内
外

が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

清
掃
の
あ
と
、
給
湯
室
で
火
事
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
と
、
南
消
防
署

員
の
指
導
に
よ
り
水
消
火
器
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
い
方
を
学
び
ま
し
た
＝
写
真
。

訓
練
に
参
加
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
体
験

し
た
参
加
者
ら
は
「
少
し
は
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
こ
と
わ
か
っ
た
」
と
、
命
と
救

命
救
急
の
大
切
さ
を
確
認
し
ま
し
た
。

日
ご
ろ
見
か
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
。
い
ざ

と
い
う
時
に
、
慌
て
な
い
よ
う
に
、

設
置
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
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若草のはずれから始まる遊歩道

で、一㌔ばかり上り下りすると牟

礼山に至る。途中で見かけたサル

スベリに似たリョウブの木が多い

ところから、そう名付けられたと

聞く。すぐに鬱蒼とした雑木林に

入る。昼なお暗き道は落ち葉を踏

む足音だけの静寂。気分転換にもっ

てこいの散歩道である。

りょうぶの道
・
ゴ
ル
フ
大
会
に
70
人

健
推
が
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
実
施

市
民
セ
ン
タ
ー
で
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
学
ぶ


